











































































齋藤 潤子，福田 淳子，櫻井 通恵
（群馬県立がんセンター ４病棟東）
【目 的】 治療だけでなく日常生活において理解不足が目
立つ患者が,放射線治療を安全に終える為に行った看護援
助に対する振り返りをし,今後の看護実践に活かす.【方
法】 対象患者A氏に立案された看護計画と看護記録の振
り返りを行う.【結 果】 おおきな有害事象はみられず
に治療は完遂できた.看護計画に基づき生活援助を含めた
ケアを行い,自主的な清潔行動や有害事象への予防行動が
とれるようになった.初回の腔内照射後不安の訴えがあっ
た為,治療中に付き添いし不安の軽減がはかれた.【結
語】 理解力の乏しい患者でも有害事象の予防を含めた生
活指導を続けることでセルフケアができるようになる.特
殊性の高い治療は不安軽減のために患者の理解度に合わせ
た個別性のある指導が必要である.
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